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「食料問題について考えよう」  

～給食×家庭科×社会科×…～ 

 

１．学年・組  ５年西組 ３２名 

  

２．目指す子供の姿 

 

 

 

３．本時における「子供とつくる学び」  ４．「子供とつくる学び」を実現するための手立て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

指導にあたって 

 食料問題に限らず、コロナの影響で打撃を受

けていることは多い。それは、目に見えるもの

もあれば見えにくいものもある。その状況を解

決するための正解はなく、解決方法について考

えることは容易ではない。しかし現状を知って

終わるのではなく、今の自分に何ができるのか

を考えることが解決への一歩だと考える。 

今の自分にできることを考える際には、他者

と話し合う中で多様な視点をもち、自己中心と

なった意見ではなく、他者のことを考えた意見

が生まれることを子供たちに期待する。 

そこで本単元では、コロナ禍の食品ロスに焦

点を当てて、場の設定を重視する。 

他者のことを考えるには、消費者の視点だけ

でなく、生産者の視点も持つことが必要だ。生

産者の視点を持つために、なにわ黒牛の生産者

をゲストティーチャーに招き、実際に生産のこ

だわりや現状について話を聞く。その話を受け

て、子供たちは解決策を考え、それが実現可能

なのか、生産者も交えてサミットを行う。そし

て、まとまった解決方法について発表する場を

用意する。 

こうして設定した場により、コロナ禍の食課

題に対し、消費者としての解決策を考えていた

ものが、生産者に寄り添った解決策となるよう

に、児童、生産者とともに考えていきたい。 

給食時間では、食べる量に個人差

が見られるものの、多くの子供がよ

く食べ、学級としての残食もほとん

どない。その様子から食べることへ

の関心はとても高く、給食時間に見

るスライドを作りたいという声もあ

り、食べ物への関心も高いことがう

かがえる。 

新型コロナウイルス感染症（以下

コロナ）の影響で大阪産の畜産物、

海産物が給食用として無償提供にな

った。そのうちのなにわ黒牛は、１

２月にステーキ、１月にビーフシチ

ューとして給食で提供し児童らは味

わっており、「おいしい」という感想

を多く聞くことができた。しかし、

無償提供になった背景については深

く触れずに提供した。 

そこで本単元を通して、無償提供

になった背景とともに食品ロスに焦

点を当て、現在の日本の食料問題の

解決方法を考えていく。本時では、

消費者の立場で考えるだけでなく、

生産者側の立場にもなり考えること

で、食料問題を広い視点で考えられ

るようにしていく。 

他者の考えを受け入れ、自分の考えと擦り合わせる活動を通して、自分の「わかったつもり」

に気づき、他者とともに問題を解決していく子供 



 

 

５．教材について 

他国に比べて低い食料自給率、農薬問題、食品添加物、放射能汚染、フードマイレージ等、

日本が抱える食料問題は様々である。本単元では、食品ロス、地産地消等に主に焦点をあてて

食料問題について知り、その解決に向けての自分の考えを深めていく。 

コロナの影響で国内産の様々な食材が余っている。本単元では、給食に提供したなにわ黒牛を

例にあげて食材が余っていることを取り上げる。給食で実際に味わったことにより、なにわ黒

牛の生産者にも寄り添いやすいだろう。今の自分にできることとして消費者の立場で考えるだ

けでなく、生産者の生の声を聞いて生産者の立場で考え、消費者・生産者の双方の立場で考え

ることを通して、食品ロスを減らすことへの考えを深めていくことができる。 

 

６．評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

日本の食料問題について現状

を知り、その課題の解決に必

要な知識を身につけている。 

食生活は、生産者をはじめ多

くの人々の苦労や努力に支え

られていることを理解してい

る。 

コロナ禍の食品ロス問題に

対して問いを見いだし、解決

策を考えるために情報を集

め、整理・分析している。ま

とめたことを他者に伝えよ

うとしている。 

 

食料問題の解決に向けて自ら

考えようとするとともに、消

費者、生産者の立場に立って

考えながら、食料問題に対し

て今、自分にできることを見

つけようとしている。 

 

７．単元計画 

次 時 内 容 

１ １ 

国内で起きているコロナ禍の食品ロス問題について知り、大阪府の食品ロス

に焦点をあてて現在の食の課題を見つけ消費者の立場でできることについて

考える。 

２ 

２ 解決策を考えるために、食品ロス削減の取り組みを調べる。 

３ 
調べた取り組みをもとに消費者の立場でできることを考える。また、生産者

に聞きたいことを考え、まとめる。 

４ なにわ黒牛の生産者にインタビューをする。 

５ 
生産者、消費者の立場から食品ロスを減らすための方法について考える。 

★本時 

３ 

６ 
解決方法について考えたことをなにわ黒牛の生産者を交えて、食品ロス削減

サミットを開催する。 

７ 
サミットを受けてわかったことをもとに、今の自分にできることについて再

度考える。 

４ ８・９ 考えたことをまとめ、発表する。 



 

 

８．本時の目標 

生産者・消費者の立場から食品ロスを減らすための方法を考えることができる。 

 【思考・判断・表現】 

９．本時の展開 

           児童の学習活動 

                                       

１．日本の食料問題についての課題を共有する。 

・コロナの影響で食材がたくさん余っている。 

・１人あたりにして日本人はお茶碗１杯分も食べられ

る食べ物を捨ててしまっている。 

 

２．生産者の話を聞いて感じたことを共有する。 

   ・おいしい食べものを作るために、たくさんこだわっ 

ていたり、手間をかけていたりする。 

・時間をかけて作っているものだから、無駄にしたく 

ない。 

  

３．食品ロスを減らす方法を生産者の立場から、班で考

える。 

・サービスをつけて販売したらいいと思う。 

・冷凍したり、加工したりして保存期間を長くできる

ようにする。 

・安く売ればいいと思ったが、せっかく作ったものを

安く売るのはできないと思う。 

 

４．班ごとにでた意見をもとに、食品ロスを減らす方法

について深める。 

・加工食品にしていれば、消費者側も調理の手間も省

けて食べやすくなりそう。 

・サービスをつければ、たくさん買ってしまい、余計

に食品ロスを増やさないかな。 

 

  ５．学習を振り返り、今自分にできることを考える。 

   ・実際に考えた案をできるかどうかの話を聞き、自分

にできることをもっと知りたい。 

   ・みんなで取り組むために、食品ロスの現状について

いろいろな人に教えることが大事だと思う。 

 

指導上の留意点 

評価：生産者、消費者それぞれの立場から、食品ロスを減らすための方法について考えるこ 

とができる。                      【思考・判断・表現】 

前時までに学習したこと、調べ

たことを共有することで、本時

での課題を共有する。 

生産者から話を聞いたことを黒

板に書き、生産者の思いに寄り

添えるようにする。また、ここ

で出た意見を次時のサミットで

提案できるように班ででた良い

案を書き残しておく。 

 

前時で生産者の立場からの話を

聞いて感じたことを自由に発言

し、全体で共有することで、ま

ず生産者の立場から食料問題を

考えられるようにする。 

生産者の立場のみで考えてきた

案を、消費者の立場を踏まえて

考えることで、双方の視点をも

って削減方法について考えられ

るようにする。 

今の自分にできることを考える

ことで、課題に対しての解決方

法をより身近に感じられるよう

にする。 


